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ポール･ブールジェ『現代心理論集』をめぐって

田中 琢三

1.『現代心理論集』について

ポール･ブールジェ(柑52-1935)の『現代心魂論集』(丘Ⅳ血ゐ押C血〉J曙fe

co庇〝卯相加e)は､1881年からl$85年にかけて書かれた10篇の作家論から

成る評論集であるl｡その主題は､ブールジュが青年期(おおよそ第二帝政の

後期)に読んで影響を受けた前世代の作家達の感性を分析することにより､

｢現代｣つまり1880年代前半に､彼と同世代の文学者の間に葦延していたペ

シミスムの風潮の原因を解明することにある｡ブールジュによると､文学作

品に表れた作家の感性は､その読者の感性に大きな影響を与える｡従って､

新しい世代に特有の精神状態は､前世代の理論や夢想の中に萌芽として含まれ

ていたヱ

という｡つまり『現代心理論集』のテーマは､前世代の作家達の作品から､

もろもろのぺシミスムの萌芽を見つけ出し､そして､それらの萌芽が､｢現代｣

になってどのように開花しているのかを分析することである｡言い換えれば､

Iプールジュは=ほ1年11ノjから翌年12〃にかけて｢ヌーヴュル･ルビュー｣謎に｢現代の心理､覚

書と肖像｣(榊0/卸gco〃Je叩〝血〝ビ,仙Je∫叫0〃仰/∫)と越したシリーズで､5鮎の作家晶を発表し､

それらをまとめて18幻年初頭､ルメール拙からr凱代心神品捌け.-血丁血〝サCん〟吋ec仰化叩β仰〃ビ)
として刊行､そして1883年4Jjから柑85年10〃にかけて､l■iけリーズでさらに5砧の作家盆を

発表､それらを1885年よにl朋1:から｢続演代心吼論判(肋脚紺ば仇▼加減叩印加/呼把Cβ〝Jg〝甲〃用此)

として刊行する｡柑99年には正続2巷をまとめ､さらに沌鮎の｢補遺｣(app印dj00)や往を加えた

決定版をプロン稚から川和したい本品考では､この決定版を底本にした以卜のテキストを使川する｡

PauIBourget,由一L7is血卿hnIngiem17Lempnmine.HLzLdb∫/i(ldIVl化∫,editionitablieetpr諭ceeparAndri

Guyaux,GaIlimard,COl].<TbL>,1993.

扱われている作家は､決定版の掲紋服にシャルル･ボードレール､エルネスト･ルナン､ギエスタ

ーヴ･フローベール､イポリット･テーヌ､スタンダール､アレクサンドル･デュマ･フィス､ル
コント･ド･リール､ゴングール兄弟､イワン･ツルゲーネ7､アンリ=フレデリック･アミエル｡

なお1880年代前半のプールジュの批評を問題にする本品考では､t6細の｢補遺｣は放わない｡
王Bol喝et,甲▲血,P･437･
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この評論集から､プールジュが前世代文学をどのように受容したのかを読み

取ることができる｡その批評の方法や特徴は､彼の以下の文章に要約される｡

もろもろの概念ともろもろの大きな仮説によって､半ば社会的で半ば文学的な

心理の研究を試みる3

プールジュは『現代心理論集』において､ぺシミスム､ニヒリスム､デイレ

ツタンチスム､コスモポリチスムなどの｢もろもろの概念｣を使用し､前述し

た世代間の感性の遺伝という促説､あるいは西洋文明が衰退期つまりデカダ

ンスに入りつつあるという仮説などの｢もろもろの大きな仮説｣を軸にして

論を展開する｡またデモクラシーの確立､交通手段の発達､都市生活の変化

など社会的事象にも多く言及し､一種の文明論を展開しつつも､文体論や､

各作家の伝記的事実をもとに思想的背景を探るといったオーソドックスな文

芸批評も行う｡そして､このような｢半ば社会的で半ば文学的な｣アプローチ

によって彼が目標としたのは､文学テクスト自体の研究ではなく､もっぱら

デカダンスの時代における｢心理の研究｣なのである4｡

『現代心理論集』が書かれた柑80年代前半は､小説ではエミール･ゾラを

中心とした自然主義文学が全盛であって､プールジュは､評論集の中でこの

文学流派の起源や特質についてしばしば言及している5｡前述したように､ぺ

シミスムの起源を探ることがこの評論集のテーマであるから､自然主義文学

についても､この観点から､デカダンスの一形態を表象する文学傾向として

分析している｡本論考では､今日からみても興味深い部分があるこの分析を

概観し検討してみたい｡

2.ブールジュの自然主義文学論

ブールジュは『現代心理論剰の中で､｢自然主義｣(naturalisme)という語

は一度も使用していない｡また､その形容詞形であるnaturalisteという語も

ごく控えめにしか使っていない6｡その代わりに､フローベールやゴンクール

ユル正,p.202.

`プールジュはテーヌの心理学に関心を寄せ､この評品集にもその影響烏人きいが､彼の｢心理の

研究｣の主臥まテーヌ理論の適用にあるのではない｡プールジュの｢心理の研究｣を以Fでは括弧付

きの｢心理学｣と表記する｡
'フローペール論の第3章､テーヌ論の第3串､ルコントド･リール歳の第1車､ゴンクール兄

弟論の第2･3章､ツルゲーネフ論の第2･3草など｡
る例えば｢自然主義と呼ばれる流派｣(1,d00leditenatura】iste)と衣親しているoBourgeI,叩.dJ誹.332.
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兄弟に影響を受けた現代の作家達の傾向､あるいは｢観察の文学T｣(U加計a仙■e

d,obseⅣ如ion)というような言い回しがなされている｡その理由は､柑80年前

後に｢自然主義｣という旗印を掲げて､新しい文学理論を打ち建てようとし

たのは事実上エミール･ゾラひとりであって､この名称を用いるとゾラの文

学のイメージが強くなるからであろう｡彼が論じる範囲はもっと広く､写実

主義の延長であり､その特徴の一部を拡大させた形で継承した同時代の文学､

今日の文学史では自然主義文学と便宜上呼ばれるような文学傾向一般である｡

ブールジュは､この自然主義文学が､どのようにして生まれ､どのような傾

向を持つに至ったのかを､フローベール論､テーヌ論あるいはゴンクール兄

弟論の中で叙述している｡それを以下で要約してみる｡

ゾラとともに自然主義文学の狙といえるゴンクール兄弟は､歴史の記録的

方法を小説に転用し､その作品において､多くの資料を駆使し､もっぱら風

俗の描写にいそしんだ｡そして彼の影響を受けた自然主義文学者達の美学は､

文学作品の価値は､有意義な記録つまりそのグループの指導者達のいうところ

の人間記録を､作品がどれだけ記述しているかによって測られる､というテー

ヌの定言を適用することに他ならない｡(中略)彼らにとって､書く才能とは､

人間や社会に対する最大多数の正確な覚書を与えることに還元される8｡

フローベールの写実主義と､彼の後継者たちの写実主義つまり自然主義文学

との相違点は､フローベールが､具体的事物つまりは外的世界をイメージす

る想像力と､観念､感情､意志といった内的世界をイメージする想像力を持

ち合わせており､その二つの想像力を作品に生かしたのに対して､後継者た

ちは､以上のような経緯で､もっぱら前者の想像力を重視したことにある｡

このようにして､もっぱら環境の筆写に専念し､彼らは次第にその書物から意

志の研究を消し去っていった｡彼らは､周囲の事物に支配された､ほとんど個

人的反発が出来ない人間を描くのである9｡

このような傾向をブールジュは｢意志の病気｣(maladiedelavo)onti)と呼び､

それを､ゴンクール兄弟､アルフォンス･ドーデ､ゾラからジョリス･カル

ル･ユイスマンス､ポール･アレクシ､ギイ･ド･モーパッサンに至るまで

の自然主義文学作品の習慣的なテーマだとしている｡｢意志の病気｣は､人

T｢兢寮の文学｣という呼び方の重要性については後述する
8Bo町get,叩･d･,p･150･

9J占正,p･106･
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間は環境に抵抗できないという､絶対的な決定論を生み出す｡そして､自然

主義作家は必然的に､人生の悲しさ､努力の虚しさを多く措き､その作品に

意気阻喪させるメランコリーの印象を与えるのである10｡

また『現代心理論集』の中で､自然主義文学の手法について､最もまとま

って考察されているのはツルゲーネフ論の第2章においてである｡以下でそ

の要約をしてみたい｡

写実主義は､心理的事象であれ物質的事象であれ､正確な観察を小説に導

入する｡そして作品から作者の姿を消し､主観的性格を排除して､いかなる

結論も下さずに､対象を客観的に真実らしく表現することを目的とした｡そ

のために写実主義は次の2つの手法を用いる｡第lの手法は描写(description)

を重視する､つまり登場人物が行動する環境を細かく正確に記述することで

ある｡人間は環境によって影響され､あるいは環境に影響を及ぼす｡従って､

描写の重視は､登場人物を明瞭に表現するためには有効な手段である｡この

手法には欠点がある｡それは作家が､

より正確であろうとして､彼自身が細心の注意を払ってこの環境を見る｡そし

て､彼が模写するものは､彼の芸術家としてのヴィジョンである11｡

ことである｡これは､神経質で鋭敏な感覚を持った在家についていえること
だが､要するに､作家が､本来は排除すべきである自分の個人的､主観的性

格を作品に導入してしまうのである｡また､このような細かな描写によって､

登場人物が､その作者同様に特異な感覚をもっていることが想定され､その

登場人物から一般性が失われてしまう｡自然主義の小説に､神経質で傷つき

ゃすい人物が多く登場する理由の一つは､この論理の帰結である｡第2の手

法は､作品に､その社会階層の典型としての平均的人物を登場させることで

ある｡この手法は最大多数の普通人を措くために有効である｡平均的人物は､

英雄的人物のように環境に反抗する力を持たず､環境をより明瞭に反映､体

現することができる｡しかし､この手法の欠点は､登場人物から徐々に特殊

性を取り除いていった結果､最後には､しばしば登場人物が人物としての性

lO仙d.,pp.330-333. プールジュは､ゾラのrオ･ポヌール･デ･ダームjい〟β○〃力跡r血ぎ血川g∫,

柑83)に登場する健全な意志をもった女主人公ドゥニーズすら､その虐息は｢消極的成功｣にすぎ

ないとしている｡同じ箇所で彼は､｢意志の病気｣は文学だけの傾向ではなく現代社会‥般の傾向で

もあることを強調している｡つまり､雑多な思想の氾濫によるr】我のゆらぎ､哲学的宗教的確信の
喪失による懐疑主義､科学の決定論､デモクラシー社会の全体行動の無力化､それらが現代人の個

性や意志を弱体化していると考察する｡

‖仙d･,p･359･
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格が全くなくなった､つまり普通人としての意味もなくなった抽象的な存在

になってしまうことにある12｡

このように､プールジュが取り上げた自然主義文学の特徴は､端的にいえ

ば､外的環境の描写を重視し､登場人物の個性や意志の力をないがしろにす

ることであって､この指摘自体は､ある意味で､ごく月並みな一般論かもし

れない｡しかし､彼の｢心理学｣的批評のオリジナリティは､その環境の描写

の前提となる観察(Observation)にべシミスムの源を見出すことにある｡

3.観察の文学とぺシミスム

プールジュによると､自然主義文学のよ･うに観察に基礎をおく文学は､あ

る国家の文学の末期に発達する｡なぜなら､人間でいえば､若者が夢想や感

情を自由に吐露するように､その国家の初期には､叙事詩や叙情詩が現れる｡

しかし､末期になると

厳密な分析への時好が発達し､写実主義的な線審さが豊富な創意に取って代わ

り､芸術家は潤色された虚構よりも､意味のある醜さを好む】1

からである｡また､観察は以下のように必然的にべシミスムに導く｡

観察することは､無意識的で豊かな生活から逸脱して､分析と省察と批評の

中に入ることではないだろうか｡これは本能的衝動が低下する確かな兆候であ

る｡そして我々の力の減退は､すべて憂いと結びつくものであるから､この兆

候もメランコリーが生まれることの確かな保証となるIl｡

このように､人間の精神的なエネルギーを育てるのは､｢本能的衝動｣つまり

｢無意識｣の働きであり､それを阻害し､人間をメラインコリー､ぺシミスム

ヘと導くものは､観察とそれに伴う思考である｡この観察とぺシミスムの関

係を理解するために､以下でF現代心理論集』全体の基調をなすブールジェ

の｢心理学｣的促説を概観してみたい｡

■リムJd.,Pp.357-360.もちろん､このような技法上の問掛ますべての‡1然i三選作家にあてはまること

ではない｡プールジュがゾラに宛てた1即7年の手紙では､留保しながらも帖消刷を貨賛し､
ゾラが意志(1aⅥ)lontd)を信じていることを認めている｡VbirL.De肋ux,Lopub/lCalinn血IA･VSL)mmOjr,

Ma脆re,1931,pp.11トtt2.

1リム止津.357.

】りゐfd.,P.365.

43



プールジュのいう｢無意識｣(inconscient)とは､文脈から考える限り､かな

り広い意味で使われており､意志や個性とも呼べる自然発生的な考え方や感

じ方のことであるl㌔『現代心理論集』において､｢無意識｣と村立するも

のとして提示されている概念が｢思想｣(pensee)である｡この｢思想｣とは､

人間が思考すること､あるいは思考によって生み出される観念､という意味

で用いられている｡プールジュによると｢思想｣は観念である以上､外的世

界と阻靡を起こし､人間を苦悩させる｡そして｢思想｣の濫用は人間に生理

的消耗と感情､意志の消耗をもたらす｡また､雑多な｢思想｣の氾濫によっ

て生じる､ものの見方の多様さや知識の豊富さ､と戯れること自体が､何か

をなしとげようとする意志を弱体化させるt6｡さらに｢思想｣は､人間の｢無

意識｣の働きを阻害し､感性を枯渇させてしまうような､絶え間ない自己分析

の習慣に人間を導く｡プールジュはこれを｢分析精利(espritd･ana)yse)と呼

んでいる｡｢分析精神｣は『現代心理論集』の重要なキーワードの一つであ

る｡この｢分析精神｣とは､自然発生的な自分の考え方や感じ方､つまり｢無

意識｣を､自らが理性や｢思想｣でもって客観的に分析する精神である｡｢分

析精神｣が過剰になると､

考えることと考える自分を見つめること､感じることと感じる自分を見つめる

こととが､同じことにほかならない■7｡

という状態に到達する｡そして夢想を抱く人間が､自分の思いどおりになら

ない現実のために苦しむのと同様に､人間が｢分析精神｣によって､自分の

思いどおりにならない自らの感情や感覚を､観察し分析すること自体が苦悩

となりうるのである｡逆にいえば､｢分析精神｣の少ない人間は､自分の感

じたことをいちいち立ち止まって吟味することがないので､様々な感情や感

覚が次々に生じて､いわば熱烈な人生を生きることができる｡

つまりは､分析精神と人生の間には､根本的な対立がある｡なぜなら､いかな

る人生も無意識という土台の上に成り立っており､まさに分析精神は､人間を

支配するところの無意識を次第に破壊するものであるからだ18｡

】5柑80年前後にショーベンハウアーとともにフランスで盛んに紹介されていたドイツの哲学者ハ

ルトマンの概念｢無意漁｣によって､この用語自体は､当時の文壇で流布していたと考えられる｡

t`｢思想｣の弊害については､フローベール論の第2草などを参歴｡
lTBowget,甲･Cれp.39g.
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このようにブールジュの｢心理学｣的仮説をたどると､観察の文学である自

然主義文学とぺシミスムを､彼がどのように結び付けているのかがはっきり

とする｡作家が観察するということは､単に村象を眺めることではない｡描

写をするために､その対象を客観的に注意深く調べ､知識を得ることであり､

それは｢分析精神｣に働きを促す｡そして｢分析精神｣は､人間を支配し人生の

土台となる｢無意識｣を破壊するのである｡

4.F現代心理論集』の視野

実際に､1880年代前半のゾラ､ユイスマンス､モーパッサンらの自然主義

文学にはペシミスティックな作品が多く19､その原因は､ショーベンハウア

ーの厭世哲学の影響､普仏戟争の敗北とパリ･コミューンの惨劇のトラウマ､

あるいは作家自身の神経症など､いくつか挙げることは可能であろう｡しか

しプールジュの独創的な点は､観察に基づく描写の重視という手法自体に注

目し､そこに､ベシミスムが生まれる｢心理学｣的必然性を与えたことである｡

ところで､柑世紀のラクロのような観念的な小説に代わって､19世紀におい

て最も発達したのは､バルザックに始まる描写､それも主に環境の描写を取

り入れた小説である｡そして実証主義的風潮のなかで､その傾向がピークに

達したのは‖は0年代の自然主義小説であった｡『現代心理論集jにおいて､

取り上げた作家のほとんどが多かれ少なかれ末期ロマン主義の影響を受けて

いるので､ブールジュはロマン主義に言及することが多い20｡そして彼は､

当然のことながら､19世紀文学をロマン主義から写実主義そして自然主義に

至る一本の連続した線として捉えている｡こうした視野を含めて考えると､

プールジュは､過度に文明化した西洋社会に進歩の行き詰まったデカダンス

を見出したように､過度に描写を重視する自然主義小説に､19世紀小説の行

き詰まった袋小路を見出しているように思われる｡そして､今日からみると､

その袋小路をラジカルなかたちで突破したのは､プルーストやシューレリア

リストなどさまざまな意味で｢無意識｣に関わる作家たちであった｡

t8肋d.,p.404.｢分析精別については､スタンダール爺の第2草､アミエル慮の第2車などを参照｡
また､プールジュによると､【】f代人は｢分析楠神｣をほとんど持ってはいなかったが､近代になる

につれキリスト教の俄悔の習慣によって発適してきた｡それはやがてII.…dの習慣となり､自分の棉

神生活を観察するような現代人を生みナ11してきた､という｡Ⅵ)ir仙d.,p,399.

19例えば､ゾラのrごった煮j(伽トβ∽〟地,柑82)､ユイスマンスのr流れのままにJ(｣拍w-J'田町18g2)､

モーパッサンのr女の一生j(【加Hセ,柑糾)など｡

抑Ig73年生まれのスタンダールは例外だが､特にフローベールにおいてこの影響は屯要祝される｡
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ミシェル･マンシュイの評伝『ある現代人､ポール･プールジュー幼年期

から『弟子』まで21』を読むと､この作家が､幼年時代からの幅広い読書や

文学者達との交流によって身につけていた文学的哲学的教養の豊かさにまず

驚かされる｡『現代心理論集』に混沌とした形で詰め込まれたその豊富な知

識は､プールジュの知的､精神的混乱を招き､柑80年代の後半以降は､何ら

かの規範､指針を求めて手探りすることとなる｡しかし､この評論集を書い

た頃の彼は､後年のような伝統主義者でもなくカトリック擁護者でもなくブ

ルジョワにおもねたモラリストでもなかった｡当時の彼は､フランスに菰布

するあらゆる思想や哲学を何の偏見もなしに受け入れる中立的立場の批評家､

ジャーナリストであって､それゆえr現代心理論集』はこの時代の文学状況

を反映した貴重で誠実な証言となりえたのである｡そして､この評論集には

自然主義文学に対する考察以外にも､象徴主義､神秘主義､ドイツ哲学の影

響など､世紀末文学に対する興味深い議論がいくつも含まれている｡ブール

ジュの数多い｢心理学｣的小説は､20世紀小説に乗り越えられてほとんど忘れ

去られた感があるが､この『現代心理論集』は､今日でも再読､吟味する価

値を十分持った批評作品なのである｡

ZIMichelMansuy,亡hlMb血r77e.fbu/BmLTgeL:虎/叫桓〝Ceaul)isc中Ie,LesBellesLetTTeS,]961.
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